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カキ養殖、復興へ
漁家と生徒が一丸

県立宮古水産高校（金野仁校長）
栽培コースの２年生13人は７月５
日、高浜漁港で真ガキの養殖実習
をしました。実習を受け入れたの
は、宮古湾かき養殖組合（飛鳥方
克吉組合長）。生徒たちは組合員の
手ほどきを受けながら、稚貝の付
いたホタテの貝殻をロープに挟み
込む作業に汗を流していました。

８月の市税納期

国民健康保険税第１期、固定資産税第１期

■問い合わせ　市税務課収納担当（☎68−9074）

※納税には、安全、便利、確実な口座振替をお勧めします。詳しくは、
各金融機関にお問い合わせください。

※コンビニ収納は、各納期限内でなければ利用できませんので、ご
注意ください。

目次

❶ロープに挟み込んだ貝殻を仮設の養殖施設に垂下するため船に乗り
込む生徒ら　❷「50曹以上あった船は津波で流され養殖ロープも損壊
した。何もないところからのスタート。作業を手伝ってもらいありが
たいし、地元で良質な海の幸が採れることを知ってもらう機会になれ
ば」と語る飛鳥方組合長　❸コツをつかむまでが難しい挟み込み作業
❹作業の工程に応じたさまざまなロープの結び方を学ぶ生徒たち

●撮影日　７月５日㈫
●場所　高浜漁港

８月の 表紙

８月の 納期

広報みやこ　No.143_Aug.2011

03　クローズアップ
ダイブネット宮古

04　震災後の新たなまちづくりを目指して
　　市民懇談会で意見交換図る

06　市からのお知らせ
平成23年度地籍調査の実施区域／お盆期間のごみ収集と持
ち込み／お盆期間の施設休館と開館時間の変更

08　健康プラザ
宮古保健センターの窓口業務について／子どもの健康診査
／平成23年度成人検診／国民健康保険・入院時の医療費支
払いについて  ほか

10　まちの話題
黒森神楽が震災後初公演／復興支援サッカー教室／チョウ
センアカシジミ観察会／伊藤奏子コンサート／宮古病院七
夕コンサート／七夕ボランティアコンサート／後藤さんに
東北管区警察局長感謝状／俳句に親しむ

12　子育て情報・各種相談
にこにこルームみやこ／つどいの広場／８月のハッピー
バースデイ／８月の各種相談日程  

14　情報掲示板
公民館・各市民団体などの催し  ほか

16　お知らせ
　　 義援金第２次配分について／震災遺留品の公開・引き渡し
　　　について  ほか

18　ふるさと博物館・図書館情報
田代念佛剣舞・川内念佛剣舞・江繫剣舞／市立図書館８月
の特集「上手に節電・身近なエコ」／マリオネットinみや
こ／ブックメンテナンス講座

20　まちの話題ピックアップ
浄土ヶ浜遊覧船定期運航など再開

❶

❷

❸

❹
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「
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
海
を
守
り
、
次

世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い̶

」。　

　

ダ
イ
ブ
ネ
ッ
ト
宮
古（
山
本
敬
久
会
長
、

会
員
30
人
）
は
平
成
13
年
12
月
、
市
内
の

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
愛
好
者
に
よ
り

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

浄
土
ヶ
浜
を
中
心
と
す
る
海
中
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
「
環
境
保
全
」

と
、
地
域
の
海
の
環
境
変
化
や
海
中
に
生

息
す
る
生
物
の
記
録
と
そ
の
公
開
を
通
じ

た
「
環
境
保
全
意
識
の
啓
発
」
の
二
つ
を

大
き
な
柱
と
し
て
、
本
市
を
は
じ
め
岩
手

県
沿
岸
の
各
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
浄
土
ヶ
浜
の
ほ
か
、
閉
伊
川

河
口
、
山
田
湾
、
船
越
湾
な
ど
に
潜
水
し

記
録
し
た
写
真
や
映
像
を
資
料
と
し
て
ま

と
め
市
民
講
座
で
公
開
す
る
ほ
か
、
県
立

水
産
科
学
館
な
ど
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
学
習
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
田
中
富
士
春
さ
ん
は
、「
豊
か

な
海
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
、
海
の
生
物
を
観
察
し
な
が
ら
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
潜

水
調
査
で
は
何
万
匹
と
い
う
稚
魚
の
大
群

に
出
会
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
と
き
は

生
命
の
力
強
さ
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
、

厳
粛
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
、
市
の
依
頼
も
あ
り
、
東

日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
浄
土
ヶ
浜

の
が
れ
き
撤
去
を
実
施
し
な
が
ら
、
海
中

生
物
の
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
「
浄
土
ヶ
浜
の
が
れ
き
の
量
は
思
っ
て

い
た
ほ
ど
は
多
く
な
か
っ
た
。
ソ
イ
や
マ

ツ
カ
ワ
の
成
魚
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
魚
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
震
災
に
耐
え
て
生
き
抜
い
た
生

物
の
生
態
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
で
、
浄

土
ヶ
浜
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
海
の
再
生
に
向
け

た
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。

ダイブネット宮古
海中清掃と情報発信を通じて、ふるさとの美しい海を次世代へ

８月のクローズアップ
CLOSE  UP

浄土ヶ浜の海中清掃で、津波により流れ込んだ
がれきなどを海底から撤去する会員たち
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人
﹆
市
役
所
６
階
大
ホ
ー
ル
／
１
３
７

人　
　
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

●
復
興
計
画
全
般
に
つ
い
て

・
復
興
し
た
ま
ち
と
し
て
市
民
が
誇
れ

る
よ
う
な
﹆
ま
た
﹆
み
ん
な
が
帰
っ
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
と
な
る
計
画
を

策
定
し
て
ほ
し
い
。

・
被
災
集
落
ご
と
の
復
興
案
を
具
体
的

に
策
定
し
﹆
そ
の
内
容
を
も
っ
て
懇
談

会
を
開
催
す
る
べ
き
。

　
　
参
加
者
数

　

14
会
場
・
１
５
１
６
人

︵
内
訳
︶
重
茂
漁
業
協
同
組
合
／
62
人
﹆

赤
前
小
学
校
／
95
人
﹆
津
軽
石
小
学
校

／
１
１
３
人
﹆
磯
鶏
小
学
校
／
83
人
﹆

藤
原
小
学
校
／
77
人
﹆
高
浜
小
学
校
／

１
２
８
人
﹆
田
老
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
78
人
﹆
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
／
２
５
５
人
﹆
崎
山
小

学
校
／
51
人
﹆
鍬
ヶ
崎
小
学
校
／
２
１

６
人
﹆
市
民
総
合
体
育
館
／
49
人
﹆
宮

古
小
学
校
／
87
人
﹆
愛
宕
小
学
校
／
85

・
地
元
に
住
ん
で
い
る
市
民
﹆
過
去
の

津
波
を
経
験
し
た
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
同
じ
と
こ
ろ
に
住
む
こ
と
を
前
提
に

堤
防
の
か
さ
上
げ
を
す
る
と
と
も
に
﹆

河
川
を
利
用
し
津
波
の
力
を
逃
す
方
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
べ
き
。

・
津
波
を
回
避
す
る
た
め
に
は
﹆
高
台

移
転
が
理
想
的
だ
と
思
う
が
﹆
仕
事
の

関
係
で
﹆
海
に
近
い
方
が
い
い
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
﹆

最
低
限
市
民
の
生
命
と
財
産
は
守
る
方

向
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。

・
被
災
し
た
道
路
の
改
修
を
急
ぐ
べ
き
。

ま
た
﹆
津
波
を
避
け
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
迂う

回か
い

ル
ー
ト
の
整
備
も
検
討
す
る

べ
き
。

・
津
波
を
１
０
０
％
防
御
す
る
の
は
不

可
能
に
近
く
﹆
い
か
に
し
て
逃
げ
る
か

が
大
事
。
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
﹆
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
﹆
障
が
い
者
﹆
す
べ

て
の
市
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
体
制

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
。

・
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
命
を
救
う

た
め
﹆
防
災
無
線
で
の
避
難
指
示
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
単
調
な
案
内
で
な
く

﹁
逃
げ
ろ
﹂
の
一
言
に
す
る
な
ど
﹆
危

機
感
を
持
た
せ
た
も
の
に
す
る
べ
き
。

●
土
地
利
用
と
住
宅
建
築
に
つ
い
て

・
高
台
に
住
宅
用
地
を
求
め
る
場
合
﹆

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
や
農
地
転
用
手
続

き
の
簡
略
化
な
ど
﹆
早
期
に
用
地
確
保

が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
べ
き
。

・
住
宅
再
建
用
地
は
行
政
で
宅
地
造
成

し
﹆
浸
水
地
域
と
等
価
交
換
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

・
産
業
の
立
て
直
し
の
た
め
﹆
住
居
は

別
と
し
て
﹆
倉
庫
や
作
業
場
を
浸
水
区

域
に
建
て
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
。

●
産
業
振
興
に
つ
い
て

・
水
産
業
は
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
り
﹆

そ
の
復
旧
・
復
興
は
非
常
に
大
切
で
あ

る
こ
と
か
ら
﹆
全
力
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

・
水
産
業
だ
け
で
な
く
商
業
や
工
業
﹆

商
店
街
に
つ
い
て
も
﹆
ど
う
復
興
す
る

か
考
え
て
い
く
べ
き
。

・
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
工
場
も
あ
り
﹆

こ
れ
に
よ
り
仕
事
を
失
っ
た
市
民
も
多

い
。
産
業
復
興
を
進
め
る
上
で
は
﹆
雇

用
対
策
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

・
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を
進
め
﹆

観
光
振
興
を
図
る
べ
き
。

市
は
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
、
市
内
14
会
場
で
「
宮
古
市

震
災
復
興
に
係
る
市
民
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
６
月
１
日
に
策
定
し
た
「
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方

針
」、県
が
策
定
し
た
「
津
波
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
（
ま
ち
づ
く
り
パ
タ
ー

ン
）」
の
説
明
と
、
復
興
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
提
言
や
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

10
月
末
を
め
ど
に
「
復
興
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
復
興
推
進
室
（
☎
-
９
０
９
６
）

震
災
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
懇
談
会
で
意
見
交
換
図
る
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●
生
活
支
援
に
つ
い
て
　

・
仮
設
住
宅
の
入
居
期
限
や
住
宅
再
建

に
対
す
る
支
援
金
の
期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
﹆
こ
の
期
限
で
の
住
宅
再
建

は
難
し
い
。
期
限
の
延
長
を
国
に
要
望

す
べ
き
。

・
仮
設
住
宅
入
居
者
や
県
補
助
に
よ
る

賃
貸
住
宅
契
約
者
に
は
電
化
製
品
な
ど

の
支
給
が
あ
る
が
﹆
自
宅
避
難
者
に
は

な
い
。
公
平
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
﹆
検
討
す
る
べ
き
。

・
大
規
模
半
壊
と
半
壊
で
は
﹆
生
活
支

援
金
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
。
ま
た
﹆

自
営
業
に
つ
い
て
は
義
援
金
﹆
支
援
金

が
一
切
出
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
﹆
是

正
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

・
仮
設
住
宅
で
の
孤
独
死
な
ど
を
防
ぐ

た
め
﹆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

や
地
域
自
治
組
織
の
形
成
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

・
仮
設
住
宅
入
居
児
童
生
徒
に
つ
い
て
﹆

学
区
外
へ
の
通
学
と
な
る
場
合
﹆
市
で

送
迎
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
﹆
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
﹆
点

検
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

●
そ
の
ほ
か
の
質
問
・
要
望

・
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
住
宅
を

建
設
し
た
こ
と
に
よ
り
﹆
土
の
上
で
学

び
﹆
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
が

い
る
。
代
替
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
用
意
で

き
な
い
か
。

・
防
災
無
線
の
音
声
が
ぶ
つ
か
り
合
っ

て
聞
き
取
れ
な
い
の
で
﹆
ス
ピ
ー
カ
ー

の
方
向
を
変
え
る
な
ど
調
整
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
﹆
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
﹆
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

区分
平成23年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月以降

復興計画
※復興の方向性
を示す総合的な
計画

市民懇談会

アンケート調査
パブリックコメ
ント

検討委員会

地区別復興まち
づくり計画
※地域別の個別
具体の計画

基
本
方
針
策
定

市復興本部での検討・各地区住民との調整

意
見
反
映

意
見
反
映

意
見
反
映

意
見
反
映

意
見
反
映

意
見
反
映

意
見
反
映

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ 必要に応じて
ワークショップ

●復興計画策定までのスケジュール

市復興本部
での検討

計画の
骨子案作成

意見交換

計画案の
作成

計画の
素案作成

復興基本
計画策定

アンケート調査

パブリックコメント

第１回 第２回 第３回 第４回

意見交換

震災復興に係る市民懇談会での意見交換（７月４日、市役所６階大ホール）
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本
年
度
の
調
査
区
域

■
宮
古
地
域　

長
沢
第
20
・
23
地
割

■
田
老
地
域　

字
上
摂
待
、
字
摂
待
の

一
部

■
新
里
地
域　

刈
屋
第
13
地
割
〜
17
地

割
の
各
一
部
、
茂
市
第
１
・
２
地
割
の

各
一
部

■
川
井
地
域　

江
繫
第
１
・
３
・
10
地

割
の
各
一
部

　    

地
籍
調
査
の
流
れ

❶
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、所
在
・

地
番
・
地
目
・
所
有
者
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

❷
土
地
の
境
界
は
、
所
有
者
の
確
認
の

下
に
調
査
し
ま
す
。

❸
一
筆
ご
と
に
測
量
を
行
い
、
地
籍
図

と
地
籍
簿
に
ま
と
め
、
国
土
交
通
省
の

認
証
を
受
け
ま
す
。

❹
認
証
後
の
地
籍
図
と
地
籍
簿
を
基

に
、
法
務
局
で
土
地
の
登
記
内
容
と
地

図
が
改
め
ら
れ
ま
す
。

❺
現
地
調
査
か
ら
登
記
完
了
ま
で
は
、

約
３
年
か
か
り
ま
す
。

　   

地
籍
調
査
の
効
果

❶
土
地
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

❷
現
地
と
登
記
内
容
が
一
致
す
る
た

め
、
土
地
の
売
買
や
相
続
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

❸
隣
地
と
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
な
ど
、
土
地
の
管
理
に
役
立
ち
ま

す
。

❹
公
共
工
事
、
災
害
復
旧
工
事
な
ど
に

か
か
る
時
間
や
経
費
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

地
籍
調
査
の
実
施
区
域

　
市
は
、
昭
和
63
年
か
ら
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
「
地
籍
調
査
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
の
調
査
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
該
当
地
権
者
に
は
、
調
査
の
概
要
を
後
日
、
郵
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ　
市
林
業
課
国
土
調
査
室
（
☎
-
９
０
９
８
）

平
成
23
年
度

宮古地域

川井地域

新里地域

田老地域
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＜ごみ収集＞
　お盆期間のごみ収集は、次のとおりです。こ
の期間は交通事情により収集時間の乱れが予想
されます。収集日当日の午前８時までに、決め
られた集積所に出してください。
■宮古地域　燃やせるごみは、通常の日程どお
り収集します。８月15日㈪・16日㈫の資源物・
プラスチック製容器包装の収集は休みます。
■田老・新里・川井地域　通常の収集日程どお
り収集します。
＜ごみの持ち込み＞
　小山田のごみ処理場は、日曜日を除き毎日稼

働しています。期間中は直接搬入する人が多く、
混雑が予想されますので、時間に余裕を持って
搬入するようお願いします。
■ごみ処理場への搬入時間
　午前９時～正午、午後１時～４時30分
■し尿処理場の休止
　８月13日㈯～16日㈫は施設を休止します。
＜問い合わせ＞
■収集　市きれいなまち推進室（☎64-6488）
■持ち込み　宮古地区広域行政組合計量棟（☎
63-7698）

月　日

施設名

８月

10 11 12 13 14 15 16 17

水 木 金 土 日 月 火 水

市役所

市役所（☎62-2111）

田老総合事務所（☎87-2111）

新里総合事務所（☎72-2111）

川井総合事務所（☎76-2111）

診療所

田老診療所（☎080-6043-4686）

新里診療所（☎72-2016）

川井診療所（☎76-2015）

川井歯科診療所（☎76-2363）

公民館
・
図書館

中央公民館（☎62-5807） 震災対応のため休館中

中央公民館分館（☎63-4700）

千徳公民館（☎63-5402） 震災対応のため休館中

山口公民館（☎62-3670）

田老公民館（☎87-2976） 震災被害のため休館中

新里生涯学習センター（☎72-2019）

川井生涯学習センター（☎76-2167）

市立図書館（☎62-2414） ※1

同田老分室（☎87-2976） 震災被害のため休館中

同新里分室（☎72-2019）

同川井分室（☎76-2167）

体育施設
市民総合体育館（☎62-6000） 震災対応のためアリーナ棟は休館中

姉ヶ崎サン・スポーツランド（☎63-6323） ※2 ※2

そのほか
の施設

フラットピアみやこ（☎62-2352） ※3
勤労青少年ホーム（☎62-7712）

小田代山荘（☎87-2532）

安庭山荘（☎73-2216）

お盆期間の施設休館と開館時間の変更

　お盆期間の市の施設など
の休館・開館時間の変更は、
左の表のとおりです。

※１　市立図書館
　８月13日㈯の開館時間は、
午前９時から午後５時までで
す。
※２　サン・スポーツランド
　８月13日㈯・16日㈫は、午
後８時まで開館します。
※３   フラットピアみやこ
　休館中に利用予定のある団
体は、利用日の２週間前まで
に申し込みをしてください。

お盆期間のごみ収集と持ち込み

　花火は誤った使い方をす
るとやけどや火災につなが
り危険です。花火は大人が
いる場所で行いましょう。
また、仏壇のろうそく立て
はしっかりと安定したもの
を使用しましょう。お墓参
りの際も、ろうそくや線香
の火が消えたことを確認し
て帰りましょう。
■問い合わせ　宮古消防署
（☎62-5533）

■＝業務を休む日

■＝開館時間に変更がある日

盆火による火災に
ご注意を
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康プラザ健 宮古保健センター（☎64－0111）／新里保健センター（☎72－3500）／
川井保健センター（☎76－2036）／宮古保健所（☎64－2218）／こども
救急相談電話 午後７時〜11時（☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

平成23年度成人検診

　本年度は、国保特定健診受診券、検診受付票を配布しませんので、
本人確認のため健康保険証を持参してください。
■問い合わせ　宮古保健センター
※検診についての詳細および８月22日以降の日程などは、広報８月15日
号折り込みチラシでご確認ください。

期日 受付時間 場所 検診内容

８月２日㈫
  9：00～11：00 新里保健センター 特定、さわやか、75

歳以上、大腸がん13：30～15：30 基幹集落センター
５日㈮

  6：30～10：00
茂市小学校 特定、さわやか、75

歳以上、大腸がん、
胃がん８日㈪ 基幹集落センター

３日㈬

  7：00～9：00

箱石地域振興センター

特定、さわやか、75
歳以上、大腸がん、
胃がん、肺がん

４日㈭ 江繫地域振興センター
６日㈯ 小国地域振興センター
７日㈰ 川井保健センター
９日㈫ 川内地域振興センター
10日㈬ 門馬地域振興センター

20日㈯
  6：30～9：00

グリーンピア三陸みやこ

胃がん、肺がん、
大腸がん

津軽石小学校

21日㈰
グリーンピア三陸みやこ
津軽石小学校

　対象者には個人通知していますが、まだ受診していない人は、都
合の良い日程で受診しましょう。

■場所　市民総合体育館フォーラム棟
■用意する物　母子健康手帳、問診票、仕上げみがき用歯ブラシ
■問い合わせ　宮古保健センター

■日時・対象など
健康診査 対象児 期　日 受付時間
１歳６カ月児 平成22年１月生まれ ８月３日・24日㈬

 午後１時
　 ～１時20分３歳児

平成20年４月生まれ
（１回目） ８月10日㈬

平成20年４月生まれ
（２回目）

平成20年５月生まれ
（１回目）

８月31日㈬

※本年度の７カ月児・１歳児・２歳児・２歳６カ月児健康相談は、実施
を見合わせます

宮古保健センターの
窓口業務について

　宮古保健センターは震災後、
「健康相談」、「母子健康手帳の
交付」などの窓口業務を市役所
３階の福祉事務所内で行ってい
ましたが、８月１日㈪からは中
央公民館２階の仮設事務室内で
行います。
■問い合わせ　宮古保健セン
ター

介護予防事業
「元気ハツラツ教室」

　高齢者の皆さんがいつまでも
元気に生き生きと過ごせるよ
う、講話や実技を通して介護予
防について学びます。
■開催期日　９月１日㈭から平
成24年２月まで毎月１回
■対象　介護保険のサービスを
受けていない65歳以上の人
■定員　20人
■内容　保健師や栄養士、歯科
衛生士による講話や実技
■申込期間　８月１日㈪～19日
㈮
■場所・申し込み　川井保健セ
ンター

発達障がいの相談

　発達障がいに関する相談を受
け付けます。
　年齢は問いません。
■期日　８月10日㈬（時間は相
談の上調整）
■場所　宮古地区合同庁舎（五
月町）
■申し込み　岩手県発達障がい
者支援センター・ウィズ（☎
019-601-2115）

広
報 2011.8.1 ❽

子どもの健康診査
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田老地域・健康相談

　血圧測定、尿検査、個別相談などを行います。お気軽にお越し
ください。
■問い合わせ　宮古保健センター

期日 時間 場所

８月４日㈭   10：00～11：00 田老高齢者コミュニティセンター

８月９日㈫   13：30～14：30 田老福祉センター

国民健康保険〜入院時の医療費の支払いが申請で自己負担限度額までに〜

　医療機関に入院して一定の限度額を超
える自己負担額【図１】を支払っている
人を対象に、「限度額適用認定証」を交
付しています。
　また、市民税非課税世帯には、入院時
の食事代【図２】が減額になる「標準負
担額減額認定証」を併せて交付していま
す。
　これまでに交付を受けている人の認定
証は、７月31日㈰が有効期限です。引き
続き認定証が必要な場合は、あらためて
手続きが必要です。

■認定証の交付場所　
　市総合窓口課国民健康保険担当（市役
所東側駐車場仮設事務所内）、各総合事
務所（田老・新里・川井）、各出張所（崎山・
津軽石・重茂・花輪・小国・門馬・川内）
■用意する物　
　国民健康保険証、印鑑、現在お持ちの
限度額適用認定証、標準負担額減額認定
証
※８月からは平成23年度の課税状況で判
定します。現在認定証が交付済みの人で
も、認定証の交付を受けられなくなる場
合があります。

【図２】食事代の標準負担額（１食あたり）

一　般

住民税非課税世帯・低所得Ⅱ
※３

低所得Ⅰ
※４90日までの

入院

90日を超える入院
（過去12カ月の

入院日数）

260円 210円 160円 100円

※３ 低所得Ⅱ･･･同一世帯の世帯主および国保被保険者が住
民税非課税の人（低所得Ⅰ以外の人）
※４ 低所得Ⅰ･･･同一世帯の世帯主および国保被保険者が住
民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引
いたときに０円となる人

【図１】70歳未満の自己負担限度額（月額）

適用区分 自己負担限度額

A
（上位所得者※１）

150,000円
医療費総額が500,000円を超えた場
合は、その超えた金額の１％が加
算されます
多数該当※２･･･83,400円

B
（一　般）

80,100円
医療費総額が267,000円を超えた場
合は、その超えた金額の１％が加
算されます
多数該当･･･44,400円

C
（住民税非課税世帯）

35,400円
多数該当･･･24,600円

認定証には適用区分が表示され、入院時はその適用区分によ
り一部負担額が決まります
※１ 上位所得者･･･世帯の国保加入者の基礎控除後の所得合
計が600万円を超える世帯（基礎控除＝一人ひとりの所得額
から差し引く額。一律33万円）
※２ 多数該当･･･過去12カ月間に高額療養費の支給が４回以
上の場合、４回目から適用される自己負担限度額

　市は、入院時の医療費や食事代が減
額になる「認定証」を、申請により交
付しています。

問い合わせ　市総合窓口課国民健康
保険担当（☎68－9075）

熱中症にご注意を

　熱中症は、周りの温度に体が
対応することができず、体温の
調整機能や、体内の水分・塩分
バランスが崩れて発症します。
　炎天下での長時間の作業やス
ポーツは避け、室内では扇風機、
エアコンを上手に利用し、水分
をこまめに取りましょう。
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まちの話題2011
August８

ミニゲームで交流を深める生徒ら

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
と
﹆
元
日
本
代
表

選
手
ら
が
６
月
26
日
﹆
本
市
を
訪
れ
河
南

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
指
導
に
当
た
っ
た
の
は

サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
セ
ル
ジ
オ
越
後
さ
ん
﹆

松
木
安
太
郎
さ
ん
ら
。
教
室
に
は
第
一
中

学
校
﹆
河
南
中
学
校
﹆
宮
古
西
中
学
校
﹆

山
田
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
約
１
１
０

人
が
参
加
し
﹆
セ
ル
ジ
オ
さ
ん
と
松
木
さ

ん
の
情
熱
的
な
指
導
の
下
﹆
基
礎
練
習
や

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

元
日
本
代
表
選
手
が
激
励

復
興
支
援
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
﹆
黒
森

神
楽
（
前
川
市
平
胴
取
﹆
14
人
）
は
６

月
25
日
﹆
避
難
所
と
仮
設
住
宅
団
地
に

な
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

こ
で
﹆
震
災
後
初
と
な
る
公
演
を
行
い

ま
し
た
。
縁
起
の
良
い
「
シ
ッ
ト
ギ
獅

子
」
や
﹆
獅
子
頭
に
体
を
か
ん
で
も
ら

う
「
身
固
め
」
な
ど
を
披
露
。〝
ゴ
ン

ス
ケ
〟
と
呼
ば
れ
る
道
化
役
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
動
き
で
観
衆
の
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。
前
川
胴
取
は
「
こ
ん
な
と
き
だ

か
ら
こ
そ
﹆
笑
い
と
元
気
を
。
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
笑
顔
が
戻
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

復
活
の
舞
に
笑
顔
広
が
る

黒
森
神
楽
が
震
災
後
初
公
演 米の粉を溶いた「シットギ」を観衆の額に付ける道化役

　

市
の
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）﹆

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
の
観
察
会
は
７

月
３
日
﹆
市
民
10
人
が
参
加
の
下
﹆
亀
岳

小
学
校
周
辺
の
田
代
川
流
域
で
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
川
辺
を
歩
き
な
が
ら
﹆

木
の
枝
﹆
幹
な
ど
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵

や
﹆
羽
化
し
て
飛
び
交
う
チ
ョ
ウ
の
姿
を

観
察
し
ま
し
た
。葉
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
﹆

こ
の
日
羽
化
し
た
ば
か
り
の
チ
ョ
ウ
は
﹆

太
陽
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
﹆
鮮
や

か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
羽
を
広
げ
て
空
へ
と

舞
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

チョウセンアカシジミを写真に収める参加者

日
光
を
浴
び
可か

憐れ

ん

に
舞
う

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
観
察
会

後藤 康文 さん

警
察
嘱
託
医
と
し
て

遺
体
検
案
に
長
年
協
力

後
藤
さ
ん
に
感
謝
状

　
警
察
嘱
託
医
と
し
て
警
察
業
務
に
協
力

し
て
い
る
、
後
藤
泌
尿
器
科
皮
膚
科
医
院

の
院
長
、
後
藤
康
文
さ
ん
（
大
通
一
丁
目
）

が
こ
の
た
び
、
警
察
部
外
協
力
者
と
し
て

東
北
管
区
警
察
局
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
遺
体
検

案
に
協
力
。
同
15
年
か
ら
は
警
察
嘱
託
医

と
し
て
宮
古
署
管
内
の
遺
体
検
案
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
そ
の
長
年
の
功
績
が
た
た

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
後
藤
さ
ん
は
「
検
案
対
象
の
多
数
を
占

め
る
の
が
、
み
と
ら
れ
な
い
で
亡
く
な
っ

た
方
々
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
敬
意
を
表

し
な
が
ら
、
事
件
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、

宮
古
署
の
刑
事
課
員
と
と
も
に
慎
重
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
を
機
に
、
宮
古

医
師
会
の
若
い
先
生
た
ち
10
人
ほ
ど
が
手

を
挙
げ
、
遺
体
検
案
へ
の
協
力
体
制
が
充

実
し
ま
し
た
。
医
者
と
し
て
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

協
力
の
継
続
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
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昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た

い
（
佐
々
木
慶
子
代
表
）
と
三
陸
鉄
道
は

７
月
２
日
﹆
宮
古
駅
前
広
場
で
復
興
応
援

「
七
夕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
山
口
小
﹆
宮
古
小
﹆
第

一
中
の
児
童
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
に
続
き
﹆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
の

早
稲
田
大
学
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
が
３
曲
を
披
露
。
そ
の
後
小
学
校

２
校
の
児
童
も
加
わ
り
約
１
０
０
人
で
の

「
聖
者
の
行
進
」
の
合
奏
が
行
わ
れ
﹆
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
の
響
き
で
復
興
応
援

七
夕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

迫力満点の演奏を披露する児童と早稲田大の学生

合唱を披露する職員たち

　

県
立
宮
古
病
院
（
佐
藤
元
昭
院
長
）
の

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
は
７
月
７
日
﹆
同
院
待

合
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
﹆
あ
す
な
ろ
保
育
所
園
児
に
よ
る

遊
戯
や
宮
古
高
等
看
護
学
院
の
学
生
に
よ

る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
と
歌
の
ほ
か
﹆
職
員

に
よ
る
合
唱
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱

で
は
「
七
夕
さ
ま
」
や
「
北
国
の
春
」
を

約
１
０
０
人
の
患
者
と
一
緒
に
歌
い
﹆
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
佐
藤

院
長
は
「
皆
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

遊
戯
や
歌
で
元
気
を
提
供

宮
古
病
院
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

　

本
市
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
英

国
在
住
の
伊
藤
奏
子
さ
ん
は
７
月
４

日
﹆
姉
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
渡
邊
洋
子
さ

ん
と
と
も
に
新
里
中
学
校
春
陽
ホ
ー
ル

で
音
楽
鑑
賞
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
﹆「
愛
の
挨
拶
」

や
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
な
ど
を

披
露
。「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
で
は
﹆「
宮

古
の
復
興
と
発
展
を
祈
り
な
が
ら
演
奏

し
ま
す
」
と
語
り
﹆
豊
か
な
音
色
を
奏

で
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
10
日
﹆
山
口

公
民
館
で
も
「
が
ん
ば
ろ
う
宮
古
」
と

題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
﹆
美
し
い

音
色
で
古
里
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

復
興
願
い
、豊
か
な
調
べ

伊
藤
奏
子
コ
ン
サ
ー
ト 新里中のほか市内の小中学校10校でも演奏を披露した伊藤さん

俳
句
に

　
親
し
む

◆句のほかに住所、氏名（ふりがな）を書いて、はがき、または封書で（〒027−8501住所不要、宮古市
役所「広報みやこ」係へ）ご応募ください。◆今回の俳句投稿者は31人でした。ありがとうございました。

季
題
「
土ど

用よ
う

入い

り
」「
冷ひ

や

奴や
っ
こ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

柳
史

「
入
選
」

朝
市
に
出
掛
け
る
妻
の
土
用
入
り

	

三
浦
　
次
男

冷
や
飯
に
水
ぶ
っ
か
け
て
土
用
入
り

	

中
村
　
国
雄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
せ
め
て
の
気
持
冷
奴

	

伊
藤
　
鈍
麻

解
体
の
数
の
悲
し
き
土
用
入
り

	

中
嶋
　
幸
子

冷
奴
氷
片
二
個
を
そ
の
上
に�

	

佐
藤
　
歌
子

故
郷
も
消
え
磯
波
の
土
用
入
り

	

宮
本
　
チ
エ

土
用
入
り
お
健
や
か
に
と
声
聞
こ
ゆ

	

摂
待
　
初
子

�

も
て
な
し
の
冷
奴
食
べ
生
き
よ
う
ぞ

	

小
縄
　
史
郎

「
特
選
」

薬
味
凝
り
手
抜
き
と
見
せ
ぬ
冷
奴

�

長
澤　

智
子

▽
評
＝�

冷
奴
の
う
ま
さ
は
薬
味
に
あ

り
ま
す
。　

悲
し
み
を
も
て
あ
ま
し
ま
ま
土
用
入
り

�

岩
泉
美
佳
子

▽
評
＝�

津
波
、
震
災
、
死
別
な
ど
心

の
痛
む
土
用
入
り
で
す
。

◎
次
の
季
題
「
浴ゆ

か

た衣
」「
甘あ

ま

酒ざ
け

」

※
一
人
合
計
三
句
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
締
め
切
り
／
八
月
十
二
日
（
必
着
）

※
応
募
い
た
だ
い
た
句
を
添
削
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歳
時
記
で
季
語

の
意
味
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
選
者
）
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子育て情報

つどいの広場「ひよこクラブ」（ひかり幼稚園）

開設時間：火・木・土曜日／午前９時〜午後２時
※暑い日は毎回プール遊びをしますので、水着や
水遊び用パンツなどを持参のこと
※水分補給のための飲み物を持参のこと

●絵の具で遊ぼう
■日時    ８月９日㈫午前10時〜11時30分※申込不要
●エプロン人形劇　
■日時   ８月25日㈭午前11時〜11時30分※申込不要
＜共通＞
■用意する物　上履き、飲み物、着替え 
■場所・問い合わせ　ひかり幼稚園（☎62−6845）

にこにこルームみやこ（小山田保育所）

開設時間：月〜金曜日／午前９時〜正午、午後１
時〜３時 ※２階で受付後に利用のこと

●おしゃべりサロン
子育ての悩みや疑問について話し合いましょう。
■日時　８月１日・22日㈪午後１時30分〜３時
■場所　小山田保育所内にこにこルーム
●赤ちゃんサロン　
■日時　８月３日㈬午前10時〜11時30分　
■場所　山口公民館和室　
■対象　３カ月〜１歳６カ月
●あおぞら広場〜公園で遊ぼう〜　
■日時／場所　８月８日㈪午前10時〜11時30分／
八幡公園、８月29日㈪午前10時〜11時30分／みど
り公園 ※いずれも雨天の場合中止
●にこにこランド新里（新里保育所）　
■日時　８月10日㈬午前10時〜11時30分　

■対象／内容　未就園児／水遊び
●ぽかぽかランド　
■日時　８月17日㈬午前10時〜11時30分　
■場所　山口公民館多目的ホール ※上履き持参
■対象　１歳７カ月〜５歳
●おはなし会　
■日時　８月25日㈭午前10時30分〜11時30分　
■場所　新里生涯学習センター
●お誕生会　
■日時　８月26日㈮午前11時　
■場所　小山田保育所内にこにこルーム
■対象　にこにこルーム利用者（誕生月の子ども
は事前に連絡のこと）
＜共通＞　
■内容　手遊び、親子ふれあい遊びなど
■用意する物　ハンカチ、ティッシュ、飲み物
■問い合わせ　宮古地区地域子育て支援センター

（☎62−0884）

つどいの広場「すくすくランド」
（キャトル宮古５階）

開設時間：午前10時〜午後６時

●ゾウさんのミミの会「絵本の読み聞かせ」
■日時   毎週月曜日午前11時15分※８月15日㈪は休み
●すくすくポン！　
■期日　８月５日・26日㈮
■時間　午前11時15分〜11時30分
■内容　手遊び、リズム遊び、紙芝居、ゲームなど
●父親を楽しもう「パパちから」　
■日時　８月６日㈯午前10時30分〜正午
■場所　総合福祉センター　

■対象　未就学児と父親およびその家族
■内容　夏祭りごっこ　
●わいわいタイム（すこやかホール開放日）　
■日時　８月17日㈬午前10時〜11時30分
■場所　総合福祉センター
■用意する物　上履き、飲み物 ※申込不要
●赤ちゃんのつどい　
■日時　８月18日㈭午前10時45分〜11時30分　
■対象　２カ月〜１歳
■内容　手遊び、リズム遊びなど　
■用意する物　バスタオル
＜共通＞　
■場所・申し込み　すくすくランド（☎63−8061）
※託児あり（要予約）

子
育
て
支
援
情
報
を
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
で
配
信
中
（
毎
月
25
日
）
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応募方法

●無料弁護士相談
■日時　毎週木曜日の午前10時～午後３時
※８月20日㈯午前10時～午後４時には、土曜日相談
を開設します
■場所・申し込み　市市民相談室（市役所分庁舎２階、
☎68−9081）

●地域巡回・弁護士相談
　被災者から寄せられている相談事例を紹介すると
ともに、個別相談に応じます。
■期日／場所　
８月２日㈫／払川地区会館
８月９日㈫／グリーンピア三陸みやこ宿泊棟
８月23日㈫／金浜老人福祉センター
８月30日㈫／重茂地区総合交流促進センター
９月６日㈫／鍬ヶ崎小学校・旧学童の家
■時間　すべての会場午後１時30分～４時
■申し込み　市市民相談室（☎68−9081）

●無料登記相談
　司法書士が不動産登記や相続の相談に応じます。
■日時　８月10日・24日㈬午前10時～正午
■場所・申し込み　市市民相談室（市役所分庁舎２階、
☎68−9081）

●被災者支援なんでも行政無料相談所
　年金、公的機関からの借り入れ、税などの相談に、

各機関が合同で応じます。
■日時　８月11日㈭午前10時～午後４時30分
■場所　市民総合体育館フォーラム棟３階大会議室
■問い合わせ　岩手行政評価事務所（☎019−622−3470）

●お金とくらしの安心相談会
■日時　８月４日㈭午後１時～５時
■場所　中央公民館分館
■申し込み　消費者信用生活協同組合（☎019−653−
0001）

●震災による相続の承認・放棄期間が延長
　このたびの震災の被災者を対象とした相続の承認・
放棄をすべき期間が、特例で平成23年11月30日までに
延長されました。ただし、ケースにより特例に当ては
まらない場合もありますので、お問い合わせください。
■対象　相続する人が、次の❶❷の条件の両方に当
てはまる場合
❶平成23年３月11日の住所地が東日本大震災の被災
指定地域にあった人
❷平成22年12月11日以降に自分を相続人とした相続
の開始があったことを知った人
■問い合わせ　盛岡家庭裁判所宮古支部（☎62−
2925）、岩手弁護士会被災者ホットダイヤル（☎0120
−755−745）、法テラス・サポートダイヤル（☎0570−
078374）

８月の各種相談日程  〜さまざまなお悩みに専門家が応じます〜

木村奏
かな

斗
と

ちゃん
今月で２歳です
いたずらはほどほどに…（パパ）
活発すぎる奏ちゃん。いつまで
もねぇねと仲良くね♡� （ママ）

高濱　華
はな

ちゃん
今月で１歳です
初めての誕生日おめでとう。
かわいく大きく元気にね。
おめでとう。� （家族）

山﨑蒼
あお

依
い

ちゃん
今月で１歳です
蒼依のおかげでとっても
幸せだよ♡元気で優し
く素敵な娘に育ってね！
� （父、母）

佐々木愛
あい

栞
り

ちゃん
今月で２歳です
ハイテンションガール・あいり
お誕生日おめでと。いっぱい
遊んで食べて泣いて笑って
大きくなろうね！� （家族）

佐々木結
ゆう

愛
あ

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう♡
いつも可愛い結愛♡これ
からもパパとママを幸せ
にしてね♡�（パパ、ママ）

長谷川真
ま

希
き

ちゃん
今月で１歳です
笑顔が可愛いまっきーが
みんな大好きだよ♡すく
すく育ってね/
� （パパ、ママ）

中野歩
ほ

崇
だか

ちゃん
今月で１歳です
ほだかの笑顔がみんな
の元気の源です。これか
らもたくさんのパワーを
ちょうだいね。�（父、母）

中村悠
はる

心
き

ちゃん
今月で１歳です
はるき。お誕生日おめでと
う。お姉ちゃんと仲良く、
元気いっぱい大きくなっ
てネ。� （家族）

鎌田悠
はる

夏
か

ちゃん
今月で１歳です
悠夏、１歳のお誕生日お
めでとう!!すくすく元気に
育ってね♥� （父、母）

佐々木穏
しず

空
く

ちゃん
今月で１歳です
しーちゃんお誕生日おめで
とう！お姉ちゃんに負けな
いで元気いっぱいに育っ
てね。（父ちゃん、母ちゃん）

藤井利
とし

久
ひさ

ちゃん
今月で１歳です
いつもニコニコ、得意なポー
ズは「おいしい、おいしい」!?
今年の夏は水遊びが楽しみ
だね。�（お父さん、お母さん）

山根瑠
る

空
く

ちゃん
今月で１歳です
１歳おめでとう!!元気で
大きく育ちますように☆
これからもたくさん笑お
うね♡� （パパ、ママ）

対
象
年
齢
は
２
歳
以
下
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
掲
載
の
子
ど
も
を
優
先
し
ま
す
。
写
真
に
、
子
ど
も
の
名
前
、
ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
40
字
程
度
）
を
書
い
た
メ
モ
を
添
え
て
、
誕
生

日
の
前
月
10
日
（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
と
き
は
そ
の
前
日
）
ま
で
（
必
着
）
に
市
企
画
課
（
市
役
所
４
階
）
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
〒
０
２
７
・
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）
宮
古
市
役
所
「
広
報
み
や
こ
」
係
へ
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▼
南
部
木
挽
唄
全
国
大
会
参
加
者
募
集

●
参
加
料
＝
一
般
・
年
長
の
部
３
０
０

０
円
、
年
少
の
部
１
０
０
０
円
●
申
込

方
法
＝
申
込
用
紙
（
川
井
総
合
事
務
所

地
域
振
興
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
●
申

込
期
限
＝
８
月
19
日
㈮

〈
共
通
〉
◎
問
い
合
わ
せ
＝
や
ま
び
こ

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
川
井
総
合
事

務
所
地
域
振
興
課
内
、☎
�
２
１
１
４
）

▼
実
践
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
講
座

●
期
間
＝
８
月
22
日
㈪
～
25
日
㈭
●
時

間
＝
午
後
６
時
30
分
～
９
時
●
定
員
＝

10
人
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
35
歳

未
満
優
先
●
参
加
料
＝
１
５
０
０
円
●

用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具
●
場
所
・
申

し
込
み
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
�

７
７
１
２
）

▼
お
泊
り
水
産
科
学
館

●
期
日
＝
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
●
集

合
時
間
＝
午
後
７
時
●
内
容
＝
夢
灯
り

点
灯
、
夜
の
お
魚
観
察
会
、
ウ
ミ
ホ
タ

ル
発
光
体
験
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
、

お
魚
＆
水
産
ク
イ
ズ
、
夢
入
り
缶
作
り

体
験
な
ど
●
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
親

子（
祖
父
母
と
孫
、成
人
同
士
な
ど
も
可
）

／
５
組
（
１
組
３
人
ま
で
）
●
参
加
料

＝
１
人
３
０
０
円
（
保
険
料
）
●
用
意

す
る
物
＝
寝
具
（
寝
袋
、
タ
オ
ル
ケ
ッ

ト
な
ど
）、
洗
面
具
、
着
替
え
、
雨
具

な
ど
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
県
立
水
産

科
学
館
（
☎
�
５
３
５
３
）

▼
サ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
や
っ
て
く
る

　

自
然
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
サ
ブ
レ

ン
ジ
ャ
ー
（
自
然
保
護
官
の
補
助
員
）

と
な
り
、
自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
８
月
１
日
㈪
～
20
日
㈯
●
内

容
／
時
間
＝
❶
ク
ラ
フ
ト
体
験
／
午
前

９
時
～
午
後
４
時
、❷
散
策
ガ
イ
ド（
浄

土
ヶ
浜
）
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
２
時
～
３
時
30
分
●
参
加
料
＝
ク

ラ
フ
ト
体
験
一
人
一
回
１
０
０
円
、
散

策
ガ
イ
ド
は
無
料
●
場
所
・
問
い
合
わ

せ
＝
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
６
９
０
）
※
団
体
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要

▼
慈
苑
納
涼
祭

●
日
時
＝
８
月
６
日
㈯
午
後
３
時
30
分

～
６
時
30
分
※
模
擬
店
は
２
時
30
分
か

ら
●
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ク
イ
ズ

大
会
、
模
擬
店
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ

＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈
苑
（
☎
�

７
４
９
６
）

▼
ほ
ほ
え
み
の
里
納
涼
会

●
日
時
＝
８
月
６
日
㈯
午
後
６
時
～
７

時
30
分
●
場
所
＝
ほ
ほ
え
み
の
里
駐
車

場
●
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
太

鼓
や
踊
り
、
宮
古
の
復
興
を
願
っ
た
打

ち
上
げ
花
火
ほ
か
●
問
い
合
わ
せ
＝
ほ

▼
自
然
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦

●
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
午
前
８
時
30
分

～
10
時
（
雨
天
の
場
合
中
止
）
●
集
合

場
所
＝
浄
土
ヶ
浜
第
一
駐
車
場
●
清
掃

場
所
＝
浄
土
ヶ
浜
地
区
●
申
込
期
限
＝

８
月
４
日
㈭
●
問
い
合
わ
せ
＝
市
商
業

観
光
課
（
☎
�
９
０
９
１
）

▼
宮
古
市
社
会
経
験
者
大
学
受
講
生
募

集●
期
間
＝
９
月
～
12
月
●
内
容
＝
❶
健

康
・
生
活
・
趣
味
な
ど
の
講
座
、
❷
ク

ラ
ブ
活
動
（
コ
ー
ラ
ス
・
社
交
ダ
ン
ス
・

ハ
イ
キ
ン
グ
・
書
道
・
手
芸
・
新
卓
球
・

雑
談
・
短
歌
・
茶
道
・
ち
ぎ
り
絵
）
●

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
●
定

員
＝
２
５
０
人
●
申
込
書
配
布
場
所
＝

中
央
公
民
館
・
分
館
、
千
徳
公
民
館
、

山
口
公
民
館
、
田
老
公
民
館
、
新
里
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
川
井
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
●
申
込
期
限
＝
８
月
31
日
㈬
●

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎
�
５

８
０
７
）

▼
２
０
１
１
や
ま
び
こ
フ
ェ
ス
タ

●
期
日
＝
９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
●
場

所
＝
﹁
道
の
駅
﹂
や
ま
び
こ
館
イ
ベ
ン

ト
広
場
●
内
容
＝
第
12
回
南
部
木
挽
唄

全
国
大
会
（
予
選
３
日
㈯
、
決
勝
４
日

㈰
）、
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土

芸
能
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
な
ど

情報掲示板■行事の内容など、詳しくは主催者にお問い合わせください

生
涯
学
習
な
ど

川
井
・
地
域
振
興
課

県
立
水
産
科
学
館

開
催
・
募
集
な
ど

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

中
央
公
民
館

商
業
観
光
課

浄土ヶ浜をきれいにしましょう

昨年の南部木挽唄全国大会



９
時
～
午
後
５
時
●
定
員
＝
20
人
●
受

講
料
＝
２
８
８
０
０
円
●
申
込
期
限
＝

８
月
17
日
㈬
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
岩

手
労
働
基
準
協
会
宮
古
支
部
（
☎
�
４

９
０
６
）

▼
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

●
期
日
＝
９
月
６
日
㈫
●
場
所
＝
宮
古

消
防
署
●
対
象
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
取
得
し
た
人
ま

た
は
保
安
講
習
を
受
講
し
た
人
。
た
だ

し
、
平
成
21
・
22
年
度
に
同
講
習
を
受

講
し
た
人
は
除
く
●
申
込
期
限
＝
８
月

15
日
㈪
●
申
請
書
配
布
場
所
＝
宮
古
消

防
署（
☎
�
５
５
３
３
）、新
里
分
署（
☎

�
２
０
１
１
）、
川
井
分
署
（
☎
�
２

１
１
０
）
●
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合

わ
せ
＝
岩
手
県
消
防
協
会
（
〒
０
２
０
・

０
０
２
１
、
盛
岡
市
中
央
通
３
丁
目
７

番
22
号
、
☎
０
１
９
・
６
５
４
・
３
９

９
１
）

▼
自
衛
隊
学
生
募
集

●
募
集
種
目
／
試
験
日
＝
❶
航
空
学
生

一
次
試
験
／
９
月
23
日
㈮
❷
一
般
曹
候

補
生
一
次
試
験
／
９
月
17
日
㈯
❸
自
衛

官
候
補
生
／
男
子
９
月
17
日
㈯
、
女
子

９
月
28
日
㈬
●
試
験
場
所
＝
受
付
時
に

連
絡
●
対
象
＝
❶
高
卒（
見
込
み
含
む
）

以
上
21
歳
未
満
、
❷
・
❸
18
歳
以
上
27

歳
未
満
●
申
込
期
間
＝
８
月
１
日
㈪
～

９
月
９
日
㈮
●
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊

宮
古
地
域
事
務
所
（
☎
�
３
８
８
１
）

ほ
え
み
の
里
（
☎
�
３
３
１
１
）

▼
宮
古
地
方
納
涼
囲
碁
大
会

●
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
午
前
10
時
●
場

所
＝
日
本
棋
院
宮
古
支
部
（
南
町
４
の

３
）
●
参
加
料
＝
１
８
０
０
円
（
女

性
・
学
生
１
０
０
０
円
）
※
昼
食
な
し

１
３
０
０
円
●
申
込
方
法
＝
当
日
、
会

場
で
受
付
●
問
い
合
わ
せ
＝
囲
碁
ク
ラ

ブ
（
☎
�
９
０
４
７
）

▼
宮
古
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
「
第
46

回
音
楽
の
夕
べ
」

●
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
午
後
３
時
開

場
、
３
時
30
分
開
演
●
場
所
＝
陸
中
ビ

ル
３
階
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
問

い
合
わ
せ
＝
梅
村
（
☎
�
７
７
８
０
）

※
駐
車
場
は
第
一
中
学
校
校
庭
臨
時
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ア
ニ
メ
か
〜
に
ば
〜
る
in
宮
古
25

●
日
時
＝
８
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
４
時
●
場
所
＝
中
央
公
民
館
分
館
●

内
容
＝
代
々
木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
院

無
料
通
信
添
削
講
座
、
声
優
・
ア
ニ
メ

彩
色
講
座
、
声
優
能
力
検
定
無
料
体
験

受
験
、
コ
ミ
テ
ィ
ア
見
本
誌
読
書
会
な

ど
●
対
象
＝
小
学
生
以
上
●
参
加
料
＝

無
料
（
体
験
講
座
の
み
実
費
５
０
０
円

～
１
０
０
０
円
）
●
問
い
合
わ
せ
＝
エ

ン
ジ
ェ
ル
☆
カ
ン
パ
ニ
ー
総
本
部
・
白

間
（
☎
�
６
０
１
３
）

▼
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習●
日
時
＝
８
月
23
日
㈫
～
25
日
㈭
午
前

〜御霊の鎮魂と地域復興への祈願〜
第44回宮古夏まつり

　今年は海上花火大会のみ実施します。
■日時　８月14日㈰午後８時～９時
■場所　出崎ふ頭沖より打ち上げ
■内容　海上花火大会
■問い合わせ　宮古夏祭協賛会（宮古商工会
議所内、☎62−3233）
※当日、出崎ふ頭での観覧、駐車、立ち入り
はできません。海から離れた安全な場所でご
覧ください。

〜復興祈念〜
第17回宮古市産業まつり出店者募集

■期日　10月１日㈯・２日㈰
■場所　市民総合体育館
■出店者の資格　市内の事業所、個人、学校
福祉施設など　
■出店内容　農林水産物、食料品、加工品、
工芸品などの販売。企業製品や学習成果など
の紹介　
■区画　【屋内】幅1.8㍍×奥行き0.9㍍×高さ0.7
㍍の販売店を１コマとする。【屋外】幅2.7㍍
×奥行き3.6㍍（３間×２間テントの半分）を
１コマとする
■出店料　市内の事業者・個人は、屋内・外
とも１コマ3,000円。電源は１個につき1,000
円。展示のみは無料。※学校・福祉施設は、
１コマに限り出店料無料
■申込方法　出店申込書に必要事項を記入
し、郵送またはファックスで申し込みくださ
い。※出店申込書は希望者にお送りしますの
で、下記へご請求ください
■申込期限　８月22日㈪必着
■申し込み　宮古市産業まつり実行委員会
（市産業支援センター内、〒027ｰ8501、新川
町２番１号、☎68ｰ9092、☎��63ｰ9120）

宮
古
の
特
産
品
、
地
場
産
品
が
い
っ
ぱ
い

広
報2011.8.1⓯
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information

担当（☎68-9064）

　市内６カ所の海水浴場は、東日
本大震災の影響で安全が十分に確
保できないため、開設を中止しま
す。
■海水浴場名　❶浄土ヶ浜海水浴
場、❷女遊戸海水浴場、❸真崎海
岸海水浴場、❹藤の川海水浴場、
❺蛸の浜海水浴場、❻大須賀海水
浴場
■問い合わせ　❶～❸市商業観
光課もてなし観光担当（☎68-
9091）、❹～❻市教育委員会生
涯学習課体育振興担当（☎68-
9120）

　市は、治山事業により、住宅や
公共施設などが山地災害の被害を
受ける恐れがあるところに対し
て、治山ダム、擁壁の設置などを
行い、防災機能の高い山林の保全
を行っています。
　山地災害の危険のある箇所があ
りましたら、連絡をお願いします。
■連絡先　市林業課林政担当（☎
68-9097、h72-2115）

　森林を違法な伐採や無秩序な開
発から守るため、次のような場合
には手続きが必要となります。
●森林を伐採する場合
　事前に届出書（森林所有者と届
出者の連名）を提出してください。
■届け出先　市林業課林政担当
（☎68-9097）、川井総合事務所産
業振興課（☎76-2165）
●保安林や林地に関する制限行為
を行う場合
　次の場合には、岩手県知事の許
可申請などの手続きが必要です。
❶保安林の立木の伐採、土地の形

海水浴場の開設を
中止します

市商業観光課ほか

山地災害の危険がある箇所の
ご連絡をお願いします

市林業課

中山間地域等直接支払制度
昨年度の実施状況

市農業課

保安林・森林の伐採などには
手続きが必要です

市林業課ほか

英語・中国語で
外国人の相談に応じます

岩手県国際交流協会
※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

おめでた おくやみ
７／１～７／15（届け出順・敬称略）

♡結婚したお二人♡
清水重行・山内寛美　＝蛸の浜町
松本利哉・尾形美香　＝黒森町
佐藤彰真・佐々木詩織＝赤前中甲
佐々木大輝・松山詩織＝緑ヶ丘
三浦貴志・木下紀子　＝河南一丁目
石山大介・小野寺美香＝磯鶏
阿部洋太郎・小林　恵＝駒形通

■亡くなった方■
菊地ヨシ子 （83）小国
佐々木靜雄 （77）和井内
北田章夫 （63）追切
北田文子 （55）追切
山本惣榮 （88）荒巻
藤原徳一 （60）長根一丁目
下yミヱ （103）中荒谷
皆川ナカノ （85）田鎖四
姉石美穂子 （36）姉吉
姉石海翔 （８）姉吉
姉石克海 （７）姉吉
姉石天織 （４）姉吉
中島光子 （78）乙部１
佐々木ヤエ （84）赤前中甲
松本　毅 （47）和野
田中ヨシエ （85）愛宕一丁目
高嶋　功 （59）乙部１
港　トシ （67）下荒谷１
清水川辰美 （79）小堀内
清水川サタエ （81）小堀内
平片トシ子 （80）和井内
佐々木スミ子 （83）高浜四丁目
大越光代 （59）鍬ヶ崎下町
宮本清一 （92）田の神二丁目
及川好彦 （55）山口三丁目
梅澤良二 （41）牛伏
松舘良造 （61）乙部２
松舘裕子 （61）乙部２
松舘賢太 （35）乙部２
阿部三枝子 （59）茂市
佐々木正春 （65）築地二丁目
木村武人 （77）追切
山本　昇 （79）乙部２
山本ミツエ （75）乙部２
鳥居兼光 （76）樫内
菊池　清 （81）末広町
堀内智美 （34）赤前中甲
工sチヱ （89）箱石（崎山）
久保田智子 （59）南町
德原アサノ （87）茂市
戸田勝男 （67）神田沢町
下山與一 （64）乙部１
面代勝夫 （61）乙部１
石村飛輝 （３）石浜

中村太誠（たいせい） 大通二丁目 （耕一郎）
三浦　光（ひかり） 早稲栃 （英一朗）
毛馬内逞斗（たくと）駒形通 （誉人）
佐々木優樹菜（ゆきな）根井沢 （英治）
竹内結依菜（ゆいな）宮町三丁目 （智志）
星野夏希（なつき） 上鼻二丁目 （仁人）
佐藤琉衣（るい） 長根二丁目 （亮）
島田詩平（うたへい） 西ヶ丘四丁目 （康平）
羽沢一護（いちご） 河南一丁目 （祐助）
高橋直暉（なおき） 茂市 （寿洋）
山本雪愛（せら） 近内下 （英貴）
小松優乃（ゆの） 南町 （剛）

生まれた赤ちゃん
質の変更を行う場合
❷１㌶を超える森林の開発（土取
り、草地・畑地造成、資材置き場、
宅地など）をしようとする場合
■申請先　沿岸広域振興局農林部
宮古農林振興センター林務室（☎
64-2215）

　市は、耕作放棄地の発生を防ぎ
農地の多面的機能を確保するた
め、中山間地域で農業を営む人の
うち、市が認定する協定参加者
に、交付金を交付しています。平
成22年度の交付状況は次のとおり
です。
■集落協定　交付額1,372万円（16
地区・102㌶）／【宮古】鍛冶ヶ沢・
君田角地、中里、臼杵、蜂ヶ沢、
大谷地、大野・折壁、上根井沢、
【田老】青倉、畑、【新里】清水・
平片、日向、【川井】夏屋、関根、
上川井、土沢、片巣
■個別協定　交付額96万円（４団
体・92㌶）
■問い合わせ　市農業課農業施
設・水田担当（☎68-9095）

　在留資格（ビザ）やパスポート
の更新に関すること、日常のさま
ざまな困り事や悩み事についての
ご相談に応じます。
■対応言語／時間　英語／毎日午
前９時～午後９時30分、中国語／
火～金曜日午後１時～６時
■相談・問い合わせ　岩手県国際
交流協会（☎019-654-8900）

1件
4件
0件
9件
14件

犯罪件数（宮古市内）
刑
法
犯
発
生
件
数

住宅侵入盗
自転車盗難
車上狙い
そのほか
　計

（６月１日〜30日）

0人
3人
1人

振り込め詐欺被害
未成年者の刑法犯
未成年者の補導

※広報６月１日号52㌻の犯罪件数・住
宅侵入盗２件は、正しくは１件でした。
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お知らせ

　市は、７月28日㈭から義援金の
第２次配分の口座振り込みを開始
しましたので、第１次配分金を受
領した口座をご確認ください。第
２次配分金について詳しくは、広
報７月15日号をご覧ください。
■問い合わせ　市生活課被災者支
援室（☎68-9109）

　市は、東日本大震災により被災
し、自衛官や消防団員などが回収
した遺留品（位牌、アルバムなど）
を公開し、引き渡しを行います。
　公開する遺留品の回収地域は、
鍬ヶ崎、藤原、磯鶏、高浜、金浜、
津軽石、赤前、市役所周辺です。
※公開する遺留品は６月・７月に
公開したものと同じです。
※田老地域の遺留品は田老公民館
で随時公開しています。お盆期間
も公開します。
※重茂、崎山地域の遺留品はお預
かりしていません。
■期間　８月11日㈭～17日㈬
■時間　午前９時～午後５時
■場所　総合福祉センター３階健
やかホール
■問い合わせ　市総務課行政担当
（☎68-9061）

　震災により停止していた金浜老
人福祉センターの業務を、８月１
日㈪から再開します。※磯鶏老人
福祉センターは、再開の見込みは

ありません。
■問い合わせ　金浜老人福祉セン
ター（☎62-8231）

　公益財団法人さんりく基金で
は、東日本大震災で被害を受けた
沿岸地域の復興のための費用を補
助する、被災地復興支援助成事業
を実施します。
■対象　❶被災事業者が雇用を再
開（継続）するための経費、❷小
規模な被災事業者を巻き込み産業
再生に取り組む事業の経費、❸被
災地の復興や元気回復のための事
業の経費
■補助率　❶は半額以内、❷、❸
は全額以内※市町村別に限度額の
設定あり
■申請期間　８月１日㈪～31日㈬
■問い合わせ　宮古商工会議所経
営指導課（☎62-3233）

　一般求職者を対象に、企業との
面接、就職相談などを行います。
※入場無料、事前申し込み不要
●宮古・下閉伊地区就職面接会

■日時　８月26日㈮午前９時30分
～正午
■場所　市民総合体育館
■参加企業　宮古公共職業安定所
管内に事業所などを有する企業
■問い合わせ　市産業支援セン
ター産業支援担当（☎68-9092）
●いわて合同面接会2011
■日時　８月９日㈫午後１時～５
時
■場所　いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）
■参加企業　岩手県の企業・団体

※企業名は、ホームページ（http://
www.worksupport-i.jp）に掲載
■問い合わせ　いわて地域共同
就職支援センター（☎019-651-
0415）

　厚生労働省は、７月31日現在で
毎月勤労統計調査特別調査を実施
します。調査結果は中小企業政策
の基礎資料となります。
■対象　指定された調査区内で常
用雇用者１～４人を雇用している
事業所
■方法　８月～９月に調査員が訪
問し、聞き取り調査を行います。
■問い合わせ　県政策地域部調査
統計課（☎019-629-5305）

■期間　８月１日㈪～31日㈬
※土日および８月15日㈪・16日㈫
を除く
■場所　県内の各司法書士事務所
■ 無 料 電 話 相 談　☎0120-823-
815（午前10時～午後１時）
■問い合わせ　岩手県司法書士会
（☎019-622-3372）

●大規模な土地取引を行う場合　
国土利用計画法に基づき、契約を
結んだ日から２週間以内に届け出
が必要です。
【対象となる土地面積】都市計画
区域＝5,000㎡以上、都市計画区
域外の区域＝10,000㎡以上
●一定面積以上の土地を有償で譲
渡する場合　公有地の拡大の推進
に関する法律に基づき、事前に届
け出が必要です。
【対象となる土地面積】都市計画
施設の区域＝200㎡以上、都市計
画区域＝10,000㎡以上
■届け出先　市企画課企画・評価

宮   古   市   役   所     ☎62−2111
田 老 総 合 事 務 所   ☎87−2111
新 里 総 合 事 務 所   ☎72−2111
川 井 総 合 事 務 所   ☎76−2111

information

「義援金」第２次配分
７月28日から交付を開始します

市生活課被災者支援室

震災遺留品の
公開・引き渡しを行います

市総務課
相続に関する無料相談会を
各司法書士事務所で開催します

岩手県司法書士会

一般求職者向けの
合同就職面接会を開催します

市産業支援センターほか

被災地の復興のための
費用を助成します

宮古商工会議所

ご確認ください
届け出が必要な土地取引

市企画課

毎月勤労統計調査特別調査に
ご協力をお願いします
県政策地域部調査統計課

金浜老人福祉センター
８月から業務を再開します

金浜老人福祉センター

昨
年
の
面
接
会
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「
田
代
念
佛
剣
舞
」

「
川
内
念
佛
剣
舞
」

「
江
繫
剣
舞
」

市
教
育
委
員
会
文
化
課   

編

ふるさと博物館

川
井
地
域
の
指
定
文
化
財
　

　
川
井
地
域
の
剣
舞
は
、
主
に
お
盆

の
仏
供
養
の
た
め
民
家
の
庭
や
寺
の

境
内
な
ど
で
踊
ら
れ
ま
す
。
太
鼓
、

鉦か
ね

、
笛
の
拍
子
に
合
わ
せ
、
二
人
一
組
、

ま
た
は
円
陣
を
組
ん
で
踊
ら
れ
ま
す
。

　
門
馬
地
区
の
田
代
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
田
代
念
佛
剣
舞
は
、
明
治
時
代
初

期
に
仙
台
の
酒
屋
に
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
い
た
人
が
習
得
し
伝
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。「
五
十
五
」
や
「
高
舘
」

な
ど
の
演
目
が
あ
り
ま
す
。

　
川
内
念
佛
剣
舞
は
、
言
い
伝
え
に

よ
る
と
盛
岡
の
簗
川
方
面
の
踊
り
が

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
時
代
に

は
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
演
目
に
よ
っ
て

刀
、
扇
、
長な

ぎ

刀な
た

を
持
ち
替
え
、
肩
の

鎧
を
翻
し
な
が
ら
軽
快
に
踊
り
ま
す
。

　
江
繫
剣
舞
は
、
今
か
ら
四
十
年
以

上
前
、
隣
接
す
る
桐
内
集
落
に
伝
わ
っ

て
い
た
桐
内
剣
舞
か
ら
伝
授
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

詳
し
い
由
来
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
は
長
刀
の
舞
と
刀
の
舞
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江繫剣舞

川
井
地
域
で
は
神
楽
、
鹿
踊
、
剣
舞

な
ど
十
五
の
民
俗
芸
能
が
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
門
馬
、
川
内
、
江
繫
の
各

地
区
に
伝
わ
る
剣
舞
を
紹
介
し
ま
す
。

川内念佛剣舞

田代念佛剣舞

市
長
の
ひ
と
り
言

　

被
災
か
ら
５
カ
月
が
経た

と
う
と
し
て

い
ま
す
。
街
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

て
き
て
は
い
ま
す
が
﹆
産
業
の
復
活
は

ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
現
状
で
す
。
そ
れ

に
伴
い
﹆
雇
用
の
回
復
も
遅
れ
て
い
ま

す
。
国
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
か
な

か
進
ま
な
い
現
実
は
あ
り
ま
す
が
﹆
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
﹆

知
恵
を
出
し
﹆
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

浜
で
は
﹆
養
殖
の
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
船
や
漁
具
が
少
な
い
な
が
ら

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
魚
市
場
で
は
水

揚
げ
が
増
え
﹆
街
で
は
再
開
す
る
店
舗

が
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
大
打
撃

を
受
け
た
水
産
業
や
商
業
な
ど
の
復
活

は
﹆
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
﹆
街
に
〝
に

ぎ
わ
い
〟
を
呼
び
戻
し
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
は
﹆
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
被
災
者
支
援
を
専
門
に

担
う
﹁
被
災
者
支
援
室
﹂
を
中
心
に
﹆

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
﹆
復
興
対
策
を
速
や
か
に
﹆
そ
し

て
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
づ

く
り
に
つ
い
て
﹁
復
興
推
進
室
﹂
を
中

心
に
進
め
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
﹆
皆
さ
ん
に
そ
の
形
を
お
示

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
古
市
の
﹁
民
力
﹂
は
非
常
に
強
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
行
政
は
﹆
皆
さ

ん
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
行
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
﹆
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
必
ず
復
興
し
ま
し
ょ
う
。
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書館情報図
特集： 上手に節電・身近なエコ

市立図書館（☎62−2414）田老分室（☎87−2976）新里分室（☎72−2019）川井分室（☎76−2167）

■開館時間　市立図書館･･･水〜土 9:00〜19:00 日火祝 9:00〜17:00
　　　　　　　　　　　　  ※８月13日㈯は9:00〜17:00
　　　　　　新里・川井分室･･･火〜日 9:00〜17:00
■８月の休館日　  本館、新里・川井分室･･･月曜日※田老分室は休館中

場　　所 運行日・駐車時間

新
　
里

刈屋・澤口守道氏宅前
刈屋・高橋理容所前
新里中学校前
愛福祉会前
茂市駅前
蟇目・上組団地前

11日
25日
㈭

11:00～
11:30～
13:10～
13:45～
14:15～
14:45～

11:15
11:45
13:30
14:00
14:30
15:00

田
　
老

末前･伝承館前
田老第三小学校前
小堀内･馬場功氏宅前
ふれあい荘前

12日
26日
㈮

11:05～
13:00～
14:10～
14:55～

11:20
13:30
14:30
15:15

場　　所 運行日・駐車時間

川
井川井ソーイング前 23日

㈫ 13:45～13:55

門
　
馬

佐々木善重氏宅前
松草寒三氏宅前
門馬出張所前
「道の駅」区界高原駐車場
石橋氏宅前

24日
㈬

10:45～
10:55～
11:10～
11:40～
12:50～

10:55
11:05
11:30
12:00
12:55

川
内
・
箱
石

箱石駅前
好心寺前

25日
㈭

14:55～
15:10～

15:05
15:20

場　　所 運行日・駐車時間

小
　
国
　
・
　
江
　
繫

上湯沢集会所前
小国地域振興センター
小国バス停付近
小国出張所前
大久保バス停付近
熊谷キエ氏宅前
白椛氏宅前

26日
㈮

10:40～
10:55～
11:10～
11:25～
13:50～
14:10～
14:30～

10:50
11:05
11:20
11:40
14:00
14:20
14:40

８月の移動図書館車「うぐいす号（田老・新里）・しらかば号（川井）」運行日程

『節電・停電ハンドブック』

消費電力研究会　編

わが家でできる節電のコ
ツと、予期しない停電へ
の備えを図解で分かりや
すく紹介しています。

ぺらぼう」（15分）
おはなし会／子ども図書室
●８月６日㈯・11日㈭・20日㈯
午後２時30分／絵本・紙芝居の
読み聞かせ、折り紙遊び

津波の被害により休館中です。

特集「夏休みの自由研究」
　工作・観察の参考になる本を
紹介します。
こども映画会
●８月６日㈯午後２時／「くま
のおいしゃさん」（23分）「ねず
みくんのきもち」（12分）
おはなし会
●８月６日㈯映画会終了後・25
日㈭午前10時30分～11時30分／
絵本・紙芝居の読み聞かせ、折
り紙遊び

特集「夏休みの怖〜い本」
　おばけや怪談の本を紹介しま
す。
こども映画会
●８月６日㈯午前11時／「もも
たろう」（12分）「貧乏神と福の神」
（12分）

●８月20日㈯午前11時／「ジャッ
クと豆の木」（12分）「ブレーメ
ンの音楽隊」（12分）
おはなし会
●８月６日・20日㈯映画会終了
後／絵本の読み聞かせ

子ども図書特集「アイスクリー
ムの絵本」／子ども図書室前
　冷たくておいしいアイスク
リームの登場する絵本を紹介し
ます。
こども映画会／視聴覚室
●８月６日㈯午前11時、午後２
時／「ミッキーマウスのバンド
コンサート」（10分）「百目のあ
ずきとぎ」（15分）
●８月20日㈯午前11時、午後２
時／「先生の魚釣り」（10分）「のっ

レジ袋や地球温暖化など
エコをめぐるさまざまな
論争を、科学者の視点か
ら解説しています。

『エコ論争の真贋』

藤倉　良　著

市立図書館

田老分室

新里分室

川井分室

マリオネット in みやこ
〜こども人形劇上演〜

　糸あやつり人形劇団「みのむし」に
よる人形劇で、物語の世界へ誘います。
■日時／定員　８月27日㈯①午前10
時30分、②午後２時／各70人
■場所　市立図書館２階会議室
■演目　「赤ずきんちゃん」、「ピエロ
のエチュード」、「キリンのリンちゃん」
■入場料　無料
■申込方法　８月１日㈪から市立図
書館窓口で受付 ※電話申込不可

ブックメンテナンス講座

　図書の構造、修理方法を学びます。
■日時  ９月４日㈰午前10時～午後４
時
■定員／受講料　20人／無料
■用意する物　鉛筆、消しゴム、は
さみ、カッターナイフ、エプロン、
タオル、昼食
■申込期限　８月27日㈯
■申し込み　市立図書館 ※電話申込
可
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津波乗り越え、再始動
浄土ヶ浜遊覧船定期運航など再開

「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち
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集

後

記

編

●20宮古市からのお知らせをモバイルメールで配信中（毎月１日・15日）

▼
６
月
20
日
か
ら
新
し
く
広
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
（
浩
）
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
北
の
方
か
ら
約
１
時

間
か
け
て
毎
日
車
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
被
災
地
を
通
る
た
び
に
今
で
も
気

持
ち
が
沈
み
ま
す
が
、
広
報
を
通
じ

て
、
宮
古
の
元
気
、
明
る
い
話
題
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
取
材
で
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
浩
）

▼
７
月
５
日
、
高
浜
漁
港
で
宮
古
水
産

高
校
の
生
徒
の
真
ガ
キ
の
養
殖
実
習
を

取
材
し
ま
し
た
。〝
お
め
さ
ん
が
ど
ぉ
は

ず
い
ぶ
ん
静
か
だ
ぁ
な
。
お
ら
が
ど
ぉ

が
学
生
の
こ
ろ
は
も
っ
と
に
ぎ
や
が

だ
っ
た
が
や
〞。〝
そ
う
で
す
か
〜
〞。
額

に
汗
し
な
が
ら
黙
々
と
作
業
を
す
る
生

徒
た
ち
に
漁
家
の
皆
さ
ん
が
話
し
か
け

ま
す
。
そ
こ
に
は
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

浄
土
ヶ
浜
で
は
遊
覧
船
や
さ
っ
ぱ
船
遊

覧
も
再
開
し
、
観
光
も
一
歩
ず
つ
前
に

進
ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
至
る
所
で
、

苦
難
を
乗
り
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
再
出

発
の
シ
ー
ン
に
出
会
え
る
こ
と
を
期
待

し
、
今
後
も
取
材
を
続
け
ま
す
。（
寛
）

▼
６
月
20
日
付
け
で
広
報
担
当
に
異
動

し
て
き
ま
し
た
。
役
所
４
年
目
の
未
熟

者
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

異
動
し
て
す
ぐ
に
取
材
に
駆
り
出
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、触
っ
た
こ
と
も
な
い
一
眼
レ
フ
、

使
っ
た
こ
と
の
な
い
Ｍ
Ａ
Ｃ
…
。
毎
日
勉

強
の
日
々
で
す
が
、
先
輩
に
教
わ
り
な

が
ら
な
ん
と
か
１
カ
月
を
過
ご
し
ま
し

た
。
初
取
材
で
は
他
の
マ
ス
コ
ミ
の
方
々

の
動
き
を
ま
ね
て
右
往
左
往
。
し
か
し

現
場
の
熱
気
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
自
分

な
り
に
頑
張
り
ま
し
た
。
あ
の
熱
気
が

一
時
的
な
も
の
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、

宮
古
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
い
け
る

よ
う
に
、
今
後
も
頑
張
り
ま
す
。（
悠
）

　
　
　

ミ
ネ
コ
が
飛
び
交
う
中

　
　
　

４
カ
月
ぶ
り
の
再
開
。

　

震
災
以
来
営
業
を
休
止
し
て

い
た
浄
土
ヶ
浜
の
遊
覧
船
が
、

７
月
16
日
に
運
航
を
再
開
し
ま

し
た
。
ま
た
同
日
「
青
の
洞
窟

さ
っ
ぱ
船
遊
覧
」、
浄
土
ヶ
浜

を
周
回
す
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
の
無
料
運
行
も
開
始
し
、
浄

土
ヶ
浜
の
観
光
は
、
震
災
を
乗

り
越
え
こ
の
日
、
再
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

遊
覧
船
は
、
震
災
で
２
隻
が

廃
船
と
な
り
、
一
時
は
再
開
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
唯
一

残
っ
た
１
隻
で
営
業
再
開
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。

ウ

　

ま
た
、
さ
っ
ぱ
船
遊
覧
を
運

営
す
る
浄
土
ヶ
浜
マ
リ
ン
ハ
ウ

ス
は
施
設
全
体
が
被
災
。
し
か

し
、
プ
レ
ハ
ブ
の
事
務
所
で
営

業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
は
例
年
も

こ
の
時
期
に
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
被
災
し
た
遊
歩

道
を
避
け
て
観
光
客
を
運
ぶ
と

い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
霧
が
立

ち
込
め
、
対
岸
の
重
茂
半
島
の

景
色
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
、

浄
土
ヶ
浜
は
久
々
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

さっぱ船に乗り込み「青の洞窟」に出発する観光客

運行を開始したボンネットバス「浄土ヶ浜号」

「みやこ浄土ヶ浜遊覧船」からウ
ミネコの餌付けを楽しむ観光客

問い合わせ

■みやこ浄土ヶ浜遊覧船　岩手県北バス観光船事
業部（☎62−3350）
■青の洞窟さっぱ船遊覧　浄土ヶ浜マリンハウス

（☎63−1327）
■ボンネットバスの運行　岩手県北自動車株式会
社（☎64−6060）
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